
1．はじめに

　直઀原Ձࢉܭは，経常తに作成するଛӹࢉܭ
ॻ上でมಈඅとݻ定අを区分して表ࣔし，ച上
ࢉܭ利ӹをݙߩআすることで߇からมಈඅをߴ
し，ݙߩ利ӹからその期に発ੜしたݻ定අをશ
する．このよࢉܭ利ӹをۀআすることで営߇ֹ
うなߏࢉܭ଄を採るため，直઀原Ձࢉܭではച
上ߴと利ӹがରԠして推Ҡする．また，ݻ定අ
の૯ֹをଛӹࢉܭॻ上で֬ೝすることができ
る．
　直઀原Ձࢉܭは，୹期のҙࢥ決定を含む利ӹ
ըや，ηάϝϯトผのऩӹੑ分ੳに໾立つこܭ
とが޿く知られている．それに加えて，ݻ定අ
をҰׅしてଛӹࢉܭॻ上に表ࣔするため，ݻ定
අの૯ֹ؅ཧが༰қになる，という利఺もある．
શ部原Ձࢉܭにおいてݻ定අを੡඼に഑ොして
しまうと，૯ֹがݟえにくくなり，結果として
定අの૿加をটく場合がある．後ड़すݻ͵わࢥ
るが，直઀原Ձࢉܭによͬてݻ定අを「ݟえる
化」すると，そのようなটか͟るݻ定අの૿大
を๷͙ことができる．
　本稿では上記のような直઀原Ձࢉܭにお͚る
ܭ定අ؅ཧについて論͡る．まず，直઀原Ձݻ
定අがどのようにೝࣝされ，ଛӹݻにおいてࢉ
ࢉܭ଄がม化し，結果として直઀原Ձߏのࢉܭ
がݻ定අ؅ཧについてどのようなイϯϓϦケー
γϣϯを࣋つようになͬたのかということのม
ભをたどる．࣍に，ݻ定අの「ݟえる化」によ
るݻ定අ؅ཧの事ྫを঺հする．そして࠷後に，

定අをその発ੜ原ҼからΩϟύγςΟ・ίεݻ
トとしてみた場合，どのように؅ཧすることが
できるのか，ということについてݕ౼する．

2．直接原価計算における固定費認識の変遷

2. 1　コスト・ビヘイビアによる分類
　営ྔۀのม化にରԠして૯ֹがൺྫする原Ձ
がมಈඅであり，営ྔۀのม化にରして૯ֹと
してҰ定ֹ発ੜするのがݻ定අである．このよ
うなίεト・ϏϔイϏΞのಛੑを利ӹܭըに活
かしたπールが，ଛӹ分ذ分ੳや $71 分ੳで
ある．この関係ੑをॳめて論文上で図ࣔしたの
は，)Fss（1903）であるといわれている．
　このߟえํを経常తなଛӹࢉܭॻ上でల開し
たのが直઀原Ձࢉܭである．直઀原Ձࢉܭの
࢝૆である )aSSis（1936）のଛӹࢉܭॻでは，
มಈඅとݻ定අが分͚て表ࣔされており，ച上
আすることで߇からมಈඅをߴ HSPss�maSHin�
aCPWF�EiSFcU�cPsU という利ӹ，ݱ代でいうと
こΖのݙߩ利ӹがࢉܭされている1）．)aSSis

（1936）の発૝は，ଛӹ分ذ分ੳにお͚る営ۀ
ྔ（ച上ߴ）と利ӹのରԠ関係を通常のଛӹ
もう，というものである．つまࠐに࣋ちࢉܭ
り，ച上ߴが૿加すれ͹利ӹも૿加し，ച上ߴ
がݮগすれ͹利ӹもݮগする，という関係ੑで
ある．当時のΞϝϦΧはੈք大߄ڪ後のෆگ期
であり，ଟくのۀاでは޻場のૢۀをࢭめ，在
でച上が৳びてگをॲ分していたが，このঢ়ݿ
も，ଟֹのૢۀ౓ࠩҟが発ੜし，૿加した利ӹ
を৯い௵してしまう．結果としてച上ߴが૿加
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しても利ӹはݮগするというݱ৅がىきてしま
う2）．)aSSis（1936）がݟていたのはまさにこ
のݱ৅である．その原Ҽがݻ定අを੡඼に഑ො
していることにあるとؾがついた൴がߟえたの
が，ݻ定අを੡඼に഑ොしないという直઀原Ձ
．ॻであͬたࢉܭ式のଛӹํࢉܭ

2. 2　跡付可能性からの分類
　੻෇Մೳੑという఺からݟると，ݻ定අは
さらにݸผݻ定අと共通ݻ定අとに分ྨされ
る．これは，ある原Ձࢉܭର৅にରしてその発
ੜがݸผతにೝࣝできるのか，共通తにしかೝ
ࣝできないのか，という分ྨである．この分
ྨは，1950 年代ॳ಄のΞϝϦΧでݟいͩされ
るようになͬた．それを৅௃するものとして，
/A$A のϦサーνϨϙート /P.�19（1951）に
のΞϝϦΧࠒ及がある．このݴ定අ΁のݻผݸ
は，第 2 ࣍大ઓ後の経済෮ڵによりنۀا໛が
大きくなͬており，੝Μに分権化を進めるよう
になͬていた．ݸʑのηάϝϯトにରして権限

と責任が委ৡされ，ηάϝϯトがݻ有のΩϟύ
γςΟを࣋つようになͬたため，ݸผݻ定අが
ೝࣝされるようになͬたのである．たとえ͹，
$IamCFSs（1952）は表 1 のようなଛӹࢉܭॻ
をࣔしている．੡඼ຖにೝࣝされるݸผݻ定අ
が，このଛӹࢉܭॻでの「੡඼ݻ定අ」である．
このଛӹࢉܭॻにお͚る「共通ݻ定අ߇আલ利
ӹ」は，いわΏるηάϝϯト・Ϛージϯである．
これは共通ݻ定අを回ऩするためのݙߩ利ӹで
あり，੡඼ຖのऩӹྗを表している．

2. 3　管理可能性からの分類
఺ࢹ定අは，さらに؅ཧՄೳੑというݻผݸ　
からも分ྨされる．ηάϝϯトの௕にとͬて؅
ཧՄೳな؅ཧՄೳݸผඅと؅ཧෆೳな؅ཧෆೳ
ผඅである．ここでいう؅ཧՄೳੑとは，ηݸ
άϝϯトの௕があるҰ定期ؒ内にそのֹۚにӨ
を及΅すことができるかどうか，ということڹ
である．Өڹを及΅すことができれ͹؅ཧՄೳ
であり，Өڹを及΅すことができな͚れ͹؅ཧ
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表 1　マトリクス損益計算書
正ຯച上ߴ 直઀原Ձ Ϛージϯۚݱ ੡඼ݻ定අ 共通ݻ定අ߇আલ利ӹ

੡඼̖　　市場̖ ��10,000 ��8,000 ��2,000 ʵ
　　　　　市場̗ 15,000 7,000 8,000 ʵ
　　　　　市場̘ 12,000 5,000 7,000 ��6,000 ��11,000
੡඼̗ 25,000 17,000 8,000 3,000 5,000
੡඼̘　　市場̖ 18,000 9,000 6,000 ʵ
　　　　　市場̗ 16,000 8,000 7,000 2,000 11,000

部඼ 17,000 8,000 9,000 9,000
ඪ४原Ձࠩҟ 1,000

��37,000
定අݻ
　੡଄原Ձ ��10,000
　ٕज़අ用 3,000
　ൢചඅ 3,000
　؅ཧඅ 3,000
　研究අ 1,000 　20,000
　　営ۀ利ӹ ��17,000

　　　　　（出ॴɿ$IamCFSs,�1952,�p.�796）
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ෆೳである．この分ྨは，1950 年代からݱれ
た．当時のΞϝϦΧでは，.�A によるਫ平త
ଟ֯化が進Μでおり，ଟ֯化した組৫を؅ཧす
るための制౓として事ۀ部制が採用されるよう
になͬた．その際，事ۀ部制組৫のۀ੷ධՁに
おいて，組৫と人のۀ੷を分͚てߟえる必要が
出てきた．すなわち，事ۀ部のۀ੷と事ۀ部௕
のۀ੷ଌ定ई౓を区ผしな͚れ͹ならなくなͬ
た．そこで，ച上ߴからมಈඅを߇আしてࢉܭ
されたݙߩ利ӹから事ۀ部௕にとͬての؅ཧՄ
ೳݸผඅを߇আすることで؅ཧՄೳ利ӹをࢉܭ
する．事ۀ部௕のۀ੷はこの؅ཧՄೳ利ӹでଌ
定する．そして，؅ཧՄೳ利ӹから؅ཧෆೳݸ
ผඅを߇আすることで事ۀ部のݙߩ利ӹ（ηά
ϝϯト・Ϛージϯ）をࢉܭする．このηάϝϯ
ト・Ϛージϯは，組৫としての事ۀ部のۀ੷ଌ
定ई౓であり，会社શମの共通ݻ定අの回ऩ
にݙߩする利ӹである．そのྫが，4IillinHlaX

（1957）によͬてࣔされたଛӹࢉܭॻである（表
2）．ここでࣔされている「ݙߩ利ӹ」は，ηά
ϝϯト・Ϛージϯである．
　この 4IillinHlaX（1957）の論ߟを受͚，3FaE

（1957）は，؅ཧՄೳݸผඅをϚネジυ・ίε
ト，؅ཧෆೳݸผඅをίϛッςッυ・ίεトで
あるとした．Ϛネジυ・ίεトとは，༧ࢉ編成
時などにηάϝϯト௕のྔࡋによͬてֹۚが決
定されるݻ定අであり，ίϛッςッυ・ίεト
は，աڈのҙࢥ決定の結果ੜ͡るݻ定අである．
3FaE（1957）がこのようなߟえํを導ೖした
ਅҙは，ݻ定අを，事ۀ部௕の୹期తなҙࢥ決
定によͬてֹۚが決定できるϚネジυ・ίεト
と，組৫としての௕期తなҙࢥ決定の結果ੜ͡
るίϛッςッυ・ίεトを分͚ることによͬ
て，時ؒ࣠に従ͬたݻ定අにରするより有用な
分ੳを行おう，ということにある．

2. 4　直接原価計算における固定費認識の視座
　以上でݟてきたように，直઀原Ձࢉܭの࿮組
のதで，ݻ定අは原Ձࢉܭର৅との関連ੑ，؅
ཧՄೳੑといͬたࢹ఺からࡉ分化されていͬ

た．そのࡉ分化とଛӹࢉܭॻのల開を図ࣔした
のが図 1 である．
　このࡉ分化には 2 つのࢹ఺が存在する．1 つ
は，ऩӹとのରԠにおいてどのような利ӹをܭ
，ͻとつはࠓ．఺であるࢹするのか，というࢉ
，ըしていくのかܭ・定අをどのように؅ཧݻ
というࢹ఺である．લ者のࢹ఺のࠜఈにあるの
は，؅ཧのためにద੾な利ӹはԿか，というこ
とである．すなわち，ηάϝϯトそのものの利
ӹݙߩとηάϝϯトの௕の利ӹݙߩを分͚てߟ
えるというߟࢥである．Ұํ，後者のࢹ఺のࠜ
ఈにあるのは，時ؒ࣠によͬてݻ定අの؅ཧを
มえていこうとするߟえํである．すなわち，
Ϛネジυ・ίεトは୹期తな政ࡦで؅ཧし，ί
ϛッςッυ・ίεトはઃඋ投資のような௕期త
なܭըによͬて؅ཧしていこうとするߟࢥであ
る．直઀原Ձࢉܭではݻ定අを੡඼に഑ොͤず，
մでݟる（૯ֹでݟる）ので，このようなରԠ
がՄೳとなるのである．࣍に，このようなݻ定
අを૯ֹで؅ཧしている事ྫをݟてみよう．

3．固定費の「見える化」による管理

　直઀原Ձࢉܭを採用することでݻ定අの૯ֹ
؅ཧを行ͬた事ྫとして，ઙా・٢઒・上័

（2016）で঺հされているίϚπの 47. ؅ཧ
をとりあ͛る．
　2002 年 3 月期営ۀଛࣦ 132 ԯԁ，当期७ଛ
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表 2　Shillinglaw の損益計算書

ച上ߴ � 760,000

มಈച上原Ձ 270,000

事ۀ部ൢ؅අ（มಈඅ） 　　30,000

　ൢചϚージϯ � 460,000

؅ཧՄೳ事ۀ部ؒ઀අ 200,000

　؅ཧՄೳ利ӹ � 260,000

؅ཧෆೳ事ۀ部ؒ઀අ（ݻ定අ） 150,000

利ӹݙߩ　 � 110,000

共通අ഑ොֹ 　　50,000

　७利ӹ（੫Ҿલ） �  60,000

　　　（出ॴɿ4IillinHlaX,�1957,�p.�85）
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ࣦ 806 ԯԁとなͬたことをܖ機として，当時の
をεタートさ「଄改ֵߏ」社௕がίϚπのࠜࡔ
ͤた．「成௕とίεトの分཭」とݺ͹れる成௕
に伴いม化しないはずのݻ定අをద੾なਫ४に
཈え，他ํで成௕΁͚޲た投資がੵۃతに行わ
れた．この「ߏ଄改ֵ」に際してશ社తに導ೖ
されたのが 47.（4UanEaSE�7aSiaClF�.aSHin:�
ඪ४มಈ利ӹ）؅ཧである（ઙా・٢઒・上័，
2016）．これは直઀原Ձࢉܭに他ならない．
当時の「଄改ֵߏ」，によれ͹（2011）ࠜࡔ　
ίϚπはඇ常に大きな໰୊を๊えていた．Ξϝ
ϦΧのڝ合他社とίϚπのΞϝϦΧ޻場のίε
トൺֱをすると，ੜ࢈ίεトはίϚπのํが҆
いが，利ӹでڝ合他社にྼͬていた．そのࠜ本
తな原Ҽは「ݻ定අ」にあるとߟえられた．社
内に஝ੵされてきた「無ବな事ۀやۀ務」によͬ
てίϚπはݻ定අがߴす͗るঢ়ଶにあͬた．事
のଟ֯化を進め，たくさΜの子会社を作ͬてۀ
きたが，ؾܠがམちࠐΜでෆ採ࢉになͬても，
をଓ͚てきۀ用をҡ࣋するためにそうした事ޏ

た．それをڐすମ制・ମ࣭がߴいݻ定අをੜみ
出していたという．ޏ用のҡ࣋によͬて人݅අ
がݻ定අをԡし上͛ていたのͩと推定できる．
そのରࡦとして，ݻ定අの「ݟえる化」にऔり
組Μͩ．そのҰ؀として行われたのが，47.
؅ཧである．そのߏ଄は表 3 の通りである．
　ઙా・٢઒・上័（2016）によれ͹，ίϚπ
では 47. ؅ཧ導ೖ以લは，ݻ定අをす΂て含
めた機छผશ部原Ձࢉܭを行ͬていたという．
ଟくの഑ො基४を用いたਫ਼៛な഑ොࢉܭのݩで
はݻ定අの૿大にࢭࣃめがかからなかͬた．ച
上ߴが૿加する局໘では，たとえൢചଅ進අや
Ұൠ؅ཧඅの༧ֹࢉがઃ定されていたとして
も，それが֤੡඼に഑ොされるために，ݻ定අ
が༧ࢉ超աであるにもかかわらず，結果として
回ऩされているかのような֮ײにؕͬてしまͬ
たという．その結果，ݻ定අであるؒ઀අにつ
いても，まるでมಈඅのように૿加してしまͬ
たという．そこで，ݻ定අはมಈඅと分཭し，
ࢉ定අࣗମを഑ොすることなく૯ֹとして༧ݻ
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　（出ॴɿච者作成）
図 1　固定費の細分化と損益計算書の変遷

኎ 上 㧗 ኎ 上 㧗 ኎ 上 㧗 ኎ 上 㧗

㸫ཎ౯㸦㈝⏝㸧 㸫ኚື㈝ 㸫ኚື㈝ 㸫ኚື㈝

貢献利益 ㈉⊩฼┈ ㈉⊩฼┈

㸫ᅛᐃ㈝ 㸫ಶูᅛᐃ㈝ 㸫⟶⌮ྍ⬟ಶู㈝

管理可能利益

㸫⟶⌮୙⬟ಶู㈝

セグメント・マージン ࣥࢪ࣮࣐࣭ࢺ࣓ࣥࢢࢭ

㸫ඹ㏻ᅛᐃ㈝ 㸫ඹ㏻ᅛᐃ㈝

㸦඲♫㸧฼┈ 㸦඲♫㸧฼┈ 㸦඲♫㸧฼┈ 㸦඲♫㸧฼┈



5直઀原Ձࢉܭにお͚るݻ定අ؅ཧ（ڮߴ）

؅ཧするํが望ましいとߟえた．47. ؅ཧと
52$ を組み合わͤて࣮ࢪしたことにより，経
営改ֵが成ޭした．
　ίϚπの事ྫがࣔࠦしてくれるのは以下の఺
である．ݻ定අのਫ਼៛な഑ොࢉܭは，ݻ定අશ
ମの࢟をݟえなくしてしまい，知らず知らずの
うちにݻ定අが૿加してしまう．ݻ定අを഑ො
しない直઀原Ձํࢉܭ式を採ることにより，ݻ
定අを「ݟえる化」し，その૿大にࢭࣃめをֻ
͚ることがՄೳになる．まさに，ݻ定අをմと
してݟていることのޮ果がݱれたྫ޷であると
いえよう．
した場合，そ「える化ݟ」定අをմとしてݻ　
のݻ定අはどういう原Ҽで発ੜしたものか，と
いうことがݟえていると，その؅ཧがҰ૚ޮ果
తなものになる．そこで࣍に，ݻ定අをその発
ੜ原ҼからΩϟύγςΟ・ίεトとしてݟた場
合，その؅ཧをどのように行うことができるの
か，ということについて議論する．

4．キャパシティ・コストとしての固定費の管理

4. 1　キャパシティ・コスト論の台頭
　લड़のように，1950 年代ࠒからݻ定අをࡉ
分化しようというಈきがあͬたが，それと同時
に，ݻ定අのੑ格をその発ੜ原Ҽからղ໌しよ
うとするಈきがあͬた．ΩϟύγςΟ・ίεト
論である．これは，ݻ定අが，ੜ࢈やൢചを行
うためのೳྗ（ΩϟύγςΟ）をҡ࣋するため

に発ੜするというߟえํである．すなわち，ੜ
ۀ෺，ઃඋ，従ݐ・やൢചを行うための土஍࢈
員などを保࣋・ҡ࣋していることによͬてݻ定
අが発ੜするとߟえるのである．このΩϟύγ
ςΟ ŋ ίεト論がҰൠతになͬたのは，نۀا
໛が大きく，また複ࡶになͬてきた 1950 年代
からである3）．たとえ͹，3FnnIacL（1951）は
定අをΩϟύγςΟݻ ŋ ίεトであると表ݱし
ている．
　そして 1963 年には，/AA が，当時のཧ論と
࣮務についてௐ査したϦサーν ŋ Ϩϙートとし
て「ΩϟύγςΟ ŋ ίεトの会ܭ（AccPunUinH�
GPS�$PsUs�PG�$apaciUy）」をץ行している．この
ようなץ行෺が出版されたということは，Ωϟ
ύγςΟ ŋ ίεトの໰୊が当時の経営上の大き
な課୊のҰつとしてೝࣝされていた，という
ことをҙຯしている．/AA（1963）によれ͹，
ΩϟύγςΟ・ίεトが஫໨された当時のഎܠ
として，੡଄活ಈの機ց化が進み，࿑ಇがݻ定
化し，૯原Ձにお͚るΩϟύγςΟ ŋ ίεトの
割合がかなり大きくなͬてきたことがあ͛られ
ている．ۀاはֹڊの資本を必要とし，࿑ಇは
にあͬた．また，੡଄活޲܏౓にख़࿅化するߴ
ಈ以外の，ൢച活ಈのΩϟύγςΟ ŋ ίεトも
૿加した．市場ௐ査，ࠂ޿及びൢചଅ進にରし
てଟֹのࢧ出がなされたためである．さらに，
Ұൠ؅ཧ部໳サーϏεはଟ様化し，そのΩϟύ
γςΟを૿大さͤていた．研究開発活ಈも૿加

（299）

表 3　SVMの計算構造

ച上ߴ

47$ ʴൢച直઀අ
47$ 直઀ࡐ料අ�ิॿࡐ料අ�社内加޻අ

ൢച直઀අ ൢചに関するࠝแඅ�運ૹඅなど

47.

07$

07$ ᶗ（඼࣭保ূඅ用）

07$ ᶘ（社内加޻අ഑ොࠩҟ�༧定原Ձֹࠩ�୨Է資࢈ධՁଛӹ）

07$ ᶙ（௿Ձ法等の決ࢉॲཧによるଛӹ）

$$ ઃඋ関連අ�その他の؅ཧ部໳අ࢈場؅ཧඅ�ੜ޻

営ۀ外ଛӹ

੫Ҿલ利ӹ

　（出ॴɿઙా・٢઒・上័，2016，157 頁にҰ部加ච）
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するҰํͩͬたという．

4. 2　アイドル・キャパシティの問題
　ΩϟύγςΟやΩϟύγςΟ ŋ ίεトがೝࣝ
されるにつれ，それが有ޮに活用されずにΞイ
υルとなͬたΩϟύγςΟと，それが原Ҽで発
ੜするίεトが໰୊とされるようになͬてき
た．ෆگ期にはૢۀ౓が௿下し，ଟֹのΞイυ
ル ŋ ΩϟύγςΟ ŋ ίεトが発ੜし，経営をѹ
ഭしてしまう．そのようなΞイυル ŋ Ωϟύγ
ςΟ ŋ ίεトをいかにଌ定し؅ཧしていくか，
ということにରする様ʑなऔ組が行われるよう
になる．
　.c/aiS（1994）によれ͹，Ξイυル・Ωϟ
ύγςΟとӅれた࿘අについて発ੜ原Ҽผにݟ
ると࣍のように分ྨされる．
①定ٛ上発ੜするもの
　これは，基४ૢۀ౓にཧ論తੜ࢈ೳྗを採用
しないことによͬて，࠷ॳからӅされてしまう
࿘අである．平ۀૢۉ౓や༧ۀૢࢉ౓を採用す
る場合，ཧ論తੜ࢈ೳྗとのࠩがະ利用のまま
Ӆされてしまう．
②経営؅ཧ上発ੜするもの
　これは，Ϙトルネックにয఺を当てଛなͬた
ために発ੜするものである．޻程のதにϘトル
ネックが存在すれ͹，શମのΞ΢トϓットはそ
このՔಇྔにґ存してしまう．その結果，他の
程にΞイυル・ΩϟύγςΟが発ੜしてしま޻
う．これはϘトルネックの؅ཧがうまくいͬて
いないために，発ੜするΞイυル・Ωϟύγ
ςΟである．
③ٕज़上発ੜするもの
　これは，原Ձߏ଄がม化したために発ੜする
ものである．࿑ಇྗにऔͬて代わるようなٕज़
を導ೖすれ͹，ݻ定අが૿大する．มಈඅであ
れ͹，Ξ΢トϓットにରԠしてイϯϓットを֬
定できるが，ݻ定අではそのようにはいかない．
イϯϓットとΞ΢トϓットとがҰٛతにରԠし
ないために発ੜする࿘අである．�ඪ४原Ձܭ
を推঑す࢈では，ೳ཰͚ͩを༏ઌし，ա৒ੜࢉ

ることになる．経営؅ཧ者はこのような無ବに
はؾづかない．
④会ܭ上発ੜするもの
　会ܭγεςϜによͬてӅされているものに
は，ඪ४原Ձの要ૉのதにೖͬているものと，
શ部原Ձࢉܭでの୨Է資࢈ධՁによͬてӅされ
てしまうもの，がある．લ者は，੡଄ؒ઀අの
഑ො཰の決定に用いるඪ४ૢۀ౓の決定に関
わͬて発ੜするものである．༧૝される࿘අ部
分の時ؒは，ඪ४のઃ定の際にڐ༰ֹとして含
められる．後者の໰୊は，す΂ての原Ձが完成
඼とֻ࢓඼のதに含まれてしまうために，࿘අ
部分がӅされてしまう．
　こういͬたΞイυル・ΩϟύγςΟにより
発ੜするίεトをଌ定しようとするऔ組は，
1950 年代から行われていた．たとえ͹，+PnFs

（1957）は ೳྗ原Ձࢉܭ（capaciUy�cPsUinH）と
いうものを提এしている．ここでଌ定されてい
るෆಇೳྗඅは，࣮際తੜ࢈ೳྗを基४ૢۀ౓
とした場合のૢۀ౓ࠩҟである．
　Ξイυル・ΩϟύγςΟ・ίεトを，A#$

（AcUiWiUy-#asFE�$PsUinH）をͬ࢖てΩϟύγςΟ
のݯઘผにଌ定しようとしたのが，$PPpFS�
anE�,aplan（1992）である．このݯઘを࣍の 3
つのタイϓに分ྨする．①কདྷにわたる利用を
出がকདྷにわࢧで，そのݯえてऔ得された資ߟ
たりඅ用化されるもの，②Ϧーεなどのような，
必要にԠ͡てܖ໿により資ݯのऔ得がՄೳなも
の，③基本తなޏ用Ϩϕルをҡ࣋しておくため
に必要なڅ༩・人݅අといͬたもの，の 3 つで
ある．$PPpFS�anE�,aplan（1992）は，これら
の資͝ݯとにະ利用ΩϟύγςΟ ŋ ίεトを表
ࣔするଛӹࢉܭॻを提ࣔしている．

4. 3　キャパシティ・モデル
　上記のようなΞイυル・ΩϟύγςΟ・ί
εトが発ੜするߏ଄を֮ࢹతに表したのが，
,lammFS（1996）がࣔした $A.-* Ϟデルであ
る．それは，図 2 のとおりである．
　このϞデルでは，Ξイυル・ΩϟύγςΟの

（300）
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ཧ
࿦
త
生
産
ೳ
ྗ

Ξイυル
（*ElF）

市場ੑがない�（/PU�maSLFUaClF）

Φフ・Ϧϛット�（0⒎-limiUs）

市場ੑがある�（.aSLFUaClF）

ඇੜ࢈త
（/Pn-pSPEucUiWF）

଴機�（4UanECy）

࿘අ（8asUF）

保શ（.ainUFnancF）

ஈऔ（4FUups）

ੜ࢈త
（1SPEucUiWF）

ϓϩηε開発（1SPcFss�%FWFlPpmFnU）

੡඼開発（1SPEucU�%FWFlPpmFnU）

੡඼の੡଄（(PPE�1SPEucU）

内༰を 3 つに分ྨしている．
　「市場ੑがあるΞイυル・ΩϟύγςΟ」と
は，ݱ在はະ利用であるが，Ξ΢トϓットにର
する市場が存在し，஫文を֫得すれ͹利用する
ことがՄೳになるΩϟύγςΟのことである．
　「市場ੑがないΞイυル・ΩϟύγςΟ」と
は，市場が存在しないか，または経営者がその
市場にはࢀೖしないというઓུతなҙࢥ決定を
した結果Ξイυルとなͬている部分である．市
場ੑのあるものにస׵するには，௥加తな投資
が必要になる場合もあるため，ΞッϓάϨーυ
するかഇغするかは，よくߟえな͚れ͹ならな
い．
　「Φフ・ϦϛットなΞイυル・ΩϟύγςΟ」
とは，政府のن制，経営政ܖ，ࡦ໿等といͬた
様ʑなཧ༝で利用できないΩϟύγςΟであ
る．۩ମతには，ٳ日の֬保によるࢭٳや，؀
．などであるࢭ場のఀ޻のためのޢ保ڥ
　このようにΞイυル・ΩϟύγςΟの内༰を
ۛຯすることによͬて，ݱঢ়で利用Մೳである
がΞイυルとなͬているΩϟύγςΟをந出す
ることができる．したがͬて，৽نのઃඋ投資
を行うことなく利用できるΩϟύγςΟが೺Ѳ
できる．
　ま た，,lammFS（1996）に よ れ ͹，こ の

Ϟデルでは「ੜ࢈తΩϟύγςΟʴඇੜ࢈త
ΩϟύγςΟʴ市場ੑがあるΞイυルΩϟύγ
ςΟ」を ࣮際తੜ࢈ೳྗ（pSacUical�capaciUy）
としている．
でも指ఠしたように，このϞデ（2022）ڮߴ　
ルには໰୊఺がある．それは，政ࡦや経営൑அ
によͬて当ॳからΞイυルになͬているΞイυ
ルと，ܭըੜྔ࢈と࣮際ੜྔ࢈とのဃ཭から結
果తにੜ͡たΞイυルとのそもそもの属ੑのҧ
いが໌֬になͬていないという఺である．લ者
はいわ͹ࢮଂとなͬているΩϟύγςΟであ
り，後者は利用Մೳであるが結果としてΞイυ
ルとなͬているΩϟύγςΟである．つまり，
利用Մೳな市場ੑがあるΞイυル・Ωϟύγ
ςΟと੡඼の੡଄に利用されたΩϟύγςΟと
のؒの連ଓੑがݟえてこないのである．また，
ଂとなͬているΩϟύγςΟも，কདྷࢮ在はݱ
తには利用Մೳになる場合もあり，その఺でも
$A.-* のϞデルはこれらの連ଓੑがݟえづら
い．
　このࢹ఺から，それͧれのΩϟύγςΟの項
໨をݕ࠶౼する．「ੜ࢈తΩϟύγςΟ」には，

「ϓϩηε開発」と「੡඼開発」が含まれてい
る．これらのΩϟύγςΟと，「ඇੜ࢈తΩϟ
ύγςΟ」は，そのੑ࣭からはいわ͹ੜ࢈४උ

（301）

　（出ॴ :�,lammFS,�1996,�p.�17 よりҰ部修正）

図 2　 CAM-I のキャパシティ・モデル
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のためのΩϟύγςΟであるということができ
る．これらのΩϟύγςΟと，「Φフ ŋ Ϧϛッ
トのΞイυル ŋ ΩϟύγςΟ」は，ཧ論తੜ࢈
ೳྗからのෆՄආなੜࢭఀ࢈の部分であるとい
うことができる．
　以上をྀߟにೖれて࠶編したのが，ڮߴ

（2019）がࣔしたϞデルである．それは図 3 の
通りである．
　図 3 のϞデルのϙイϯトは，Φフ・Ϧϛット
のΞイυル・ΩϟύγςΟと市場ੑがないΞイ
υル・ΩϟύγςΟをまとめて「政ࡦによるΞ
イυル」としている఺である．これらのΞイυ
ル・ΩϟύγςΟは，޿いҙຯで政ࡦによͬて
Ξイυルになͬている部分である．લ者は政府
やࣗ治ମの政ࡦ，後者は経営者の経営政ࡦ（経
営൑அ）によるものである．このうち，Φフ・
Ϧϛットの部分はۀاにとͬて؅ཧෆೳな部分
であるが，市場ੑがないΞイυル・Ωϟύγ
ςΟは，経営者の൑அによͬて市場ੑがあるΞ
イυル・ΩϟύγςΟにస׵できる༨஍があ
る．
　また，図 3 のϞデルでは，市場ੑがないΞイ
υル・ΩϟύγςΟと市場ੑがあるΞイυル・

ΩϟύγςΟをฒ΂て表ࣔしている．これによ
り，市場ੑがないΞイυル・ΩϟύγςΟが経
営൑அによͬて市場ੑがあるΞイυル・Ωϟύ
γςΟにస׵された場合に，その合ܭがՄࢹ化
できるというϝϦットがੜ͡る．
　市場ੑがないという経営ਞが൑அする要Ҽと
してߴ， は以下の（2020）ڮ 4 つをあ͛ている．
①営ྗۀのෆ଍，②サイズのෆద合，③イϊϕー
γϣϯྗのෆ଍，④ケイύϏϦςΟのෆద合で
ある．（2020）ڮߴによれ͹，これらはಠ立し
て発ੜする場合もあれ͹，複合తに関連して発
ੜする場合もある．
　①営ྗۀෆ଍によりط存の市場にೖりࠐめな
い，また৽しいൢ࿏を開୓できない，といͬた
ことから，市場にࢀೖしない，という൑அをと
ることによりΞイυル・ΩϟύγςΟがੜ͡
る．
　②サイズのෆద合とは，ध要はあるの͚ͩれ
どもࣗ社のݱ有のΩϟύγςΟ͚ͩではରԠで
きないために受஫をஅ೦しな͚れ͹ならないと
いう場合である．そのために市場にࢀೖしない
という൑அをすることによりΞイυル・Ωϟύ
γςΟがੜ͡る．

（302）
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࿦
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生
産
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ྗ

ෆ
Մ
ආ
ͳ
生
産
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ࢭ

ੜ࢈४උ

଴機

࿘අ

保શ

ஈऔ

ϓϩηε開発

੡඼開発

Ξイυル
政ࡦによるΞイυル

Φフ・Ϧϛット

࣮
ࡍ
త
生
産
ೳ
ྗ

市場ੑがない

市場ੑがあるΞイυル・ΩϟύγςΟ

੡඼の੡଄

　（出ॴɿ2019，51，ڮߴ 頁よりҰ部修正）

図 3　再構成したキャパシティ・モデル
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　③イϊϕーγϣϯྗのෆ଍により，৽しい੡
඼やサーϏεをੜみ出ͤないために市場にࢀೖ
しないという൑அにより，Ξイυル・Ωϟύγ
ςΟがੜ͡る．これはΞ΢トϓットにରするイ
ϊϕーγϣϯのみならず，ϓϩηεのイϊϕー
γϣϯの૑出ྗが๡しいために，ΩϟύγςΟ
が௠෗化しているঢ়ଶも含Μでいる．
　④ケイύϏϦςΟのෆద合とは，ケイύϏϦ
ςΟが市場とෆద合をىこしている場合であ
る．さらにこれには୯७にケイύϏϦςΟがෆ
଍している場合とݱ有のケイύϏϦςΟと市場
のχーズがϚッνしていない場合とがある．そ
の結果，市場ࢀೖをஅ೦することになり，Ξイ
υル・ΩϟύγςΟがੜ͡ることになる．
　これらの要Ҽから，経営ਞが市場にࢀೖしな
いというҙࢥ決定をした結果，市場ੑがないΞ
イυル・ΩϟύγςΟが発ੜする．ٯにいうと，
これらの 4 つの要Ҽからੜ͡る໰୊をࠀ෰でき
れ͹，経営ਞの൑அはมわり，市場ੑがないΞ
イυル・ΩϟύγςΟは市場ੑがあるΞイυルŋ
ΩϟύγςΟにస׵することができる4）．

4. 4　キャパシティ・モデルの応用によるアイ
ドル・キャパシティの解消

　このようなΩϟύγςΟ・ϞデルをԠ用し，
અのध要มಈによりੜ͡るΞイυル・Ωϟق
ύγςΟをղফしようとするࢼみとして，౦

（2022）によるଟ֯化খചۀにお͚るऔ組があ
͛られる．これは，֤事ۀによͬてൟؓ期がҟ
なるଟ֯化খചۀにおいて，ؓࢄ期にೖりΞ
イυル・ΩϟύγςΟとなͬている事ۀの人員
を，同時期にൟ๩期をܴえている事ۀにৼり޲
͚る，というऔ組である．ൟ๩期に合わͤて従
・期には大きなΞイυルࢄ用するとؓޏ員をۀ
ΩϟύγςΟがੜ͡るが，このように人త資ݯ
をൟؓ期のࠩを利用して༥通することで，大き
なΞイυル・ΩϟύγςΟを๊えることなく，
ΩϟύγςΟの供څを平४化しようとするもの
である．これには，従ۀ員のଟೳ޻化が必要と
なͬてくるが，౦（2022）によれ͹，それを࣮

ۀ②員΁の教ҭ΁の஫ྗとۀするには，①従ݱ
務ࣗମの೉౓を下͛ること，の 2 ఺が必要であ
るという．
　このようなऔ組によͬて期଴できるޮ果は，
୯にίεトのݮ࡟にཹまらず，࣍のようなもの
が期଴できるという．それは，①ใु・ॲ۰の
改ળ，②༏लな人ࡐの֫得，③ۀ務の୯७化・
ඪ४化の推進，④ࣗಈ化，%9 の活用のଅ進な
どである．
　このऔ組は，લड़の経営ਞがそのΩϟύγ
ςΟに市場ੑがないと൑அする要Ҽのうち，ಛ
に「サイズのෆద合」という໰୊をղফするも
のである．ൟ๩期の事ۀにとͬてはݱ有のΩϟ
ύγςΟを超えたΩϟύγςΟを利用できるの
で，受஫΁のରԠができないために市場ࢀೖを
அ೦し，市場ੑがないΞイυル・ΩϟύγςΟ
がੜ͡てしまうという事ଶがආ͚られる．

5．むすび

　本稿では直઀原Ձࢉܭにお͚るݻ定අ؅ཧに
ついて論͡た．なによりも，直઀原Ձࢉܭによ
れ͹，ଛӹࢉܭॻ上でݻ定අの૯ֹがݟえるた
め，知らず知らずのうちにݻ定අが૿加してし
まうという事ଶをආ͚ることができるというの
が࠷大のϝϦットであΖう．また，ݸผݻ定අ
をϚネジυ・ίεトとίϛッςッυ・ίεトに
分ྨすることにより，その؅ཧについてҟなる
時ؒ࣠とҟなる組৫ରԠができるという఺もϝ
Ϧットである．また，ݻ定අはその発ੜ原Ҽか
らݟるとΩϟύγςΟ・ίεトであることか
ら，ΩϟύγςΟの؅ཧ，とりわ͚Ξイυル・
ΩϟύγςΟの؅ཧについても，直઀原Ձࢉܭ
にお͚るΩϟύγςΟ・ίεトの૯ֹ؅ཧが有
用であるとࢥわれる．

（303）
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注

1）)aSSis（1936）では，มಈඅ・ݻ定අではなく，
直઀අ・ؒ઀අというݴ༿が࢖われている．内
༰をݟると，มಈඅと直઀අ，ݻ定අとؒ઀අ
を同ٛにͬ࢖ているようである．これは当時は
まͩ用語の定ٛがີݫではなかͬたこと，また，
)aSSis のॴ属していた化学会社ではݻ定අと
ؒ઀අは΄΅同͡内༰であることなどからこの
ようなݴ༿の࢖いํをしていたものと推࡯され
る．

2）大߄ڪ後の 1930 年代のঢ়گのৄࡉについては
．রされたいࢀを（2008）ڮߴ

3）Ұൠతになͬたのは 1950 年代からであるが，
ΩϟύγςΟ・ίεトのߟえํࣗମはݹくから
あるものである．たとえ͹，લड़の )Fss（1903）
においても，「すでに४උされている޻場をҡ
࣋するための૯ݻ定අ」という表ݱがある．

4）これら 4 つの要Ҽのղফについては，ۀ࢈ク
ϥεターやۀ࢈集ੵのような組৫ؒの連ܞに
よͬてՄೳになる場合もある．そのৄࡉについ
ては，ڮߴ（2020ʀ2022）をࢀরされたい．

ʦたかはし　まさる　横浜国立大学大学院国際社
会科学研究院教तʧ
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